
Part 1 プロテリアルが創造する価値

グリーン・イネーブラーとして環境価値を提供
　プロテリアルはモノづくりの各段階において環境価値の提供に取り組んでおり、“グリーン・イネーブラー”として、製品を
通じてお客さまの環境負荷削減を可能にすることが、自社の事業機会であり役割であると捉えています。
　グリーン・イネーブラーとしての価値の提供に向け、①環境負荷を抑えたプロセスでの製品の生産、②環境親和型製品の
開発に取り組んでいます。

環境保全に積極的に取り組まれるお
取引先ならびにリサイクル原料など
環境負荷の少ないものを優先してい
ます。

環境価値が提供でき、持続的成長と社
会貢献につながる製品・サービスの研
究開発・設計に取り組んでいます。

工程やレイアウトの最適化、エネル
ギー効率の向上など省エネルギー化
施策に加え、再生可能エネルギーの
導入を進めています。

LCA（ライフサイクルアセスメント）
を配慮したモノづくりを推進してお
り、流通・販売においても環境負荷低
減を進めています。

xEV製造に不可欠な材料、電力の損失
を低減する材料、お客様の製品や部材の
長寿命化に貢献する材料などの環境親
和型製品で環境負荷低減に貢献します。

限りある資源の有効活用や生産時に
発生するCO2発生量の削減につなが
るリサイクルに積極的に取り組んで
います。

環境負荷を抑えたプロセスでの製品の生産・提供

当社では自社のみならず、バリューチェーンでの環境負荷低減の取組みが必須であると認識しております。各プロセ
スでCO2削減、資源の利用量削減・リサイクル推進、有害物質の削減等を推進しています。環境負荷を低減したプロセ
スで生産した製品は、その製品を利用したお客様のバリューチェーンにおける環境負荷低減に間接的に貢献すると捉
えられることからも、本取組に注力しています。また、こうした考えに基づきScope3を算出しました。今後、この算出結
果に基づきScope3におけるCO2排出量管理について検討を進めていきます。
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リサイクル
(回収含む)

研究開発・
設計

生産 製品使用流通・販売原材料調達

主な取り組み
リサイクル原料の利用拡大

事例
● 鉄スクラップ
● 磁石切削くず
● アモルファス金属 等

実績（2022年度）
リサイクル材の使用量 1,293千トン

主な取り組み
輸送負荷の削減

事例
● 低公害車の利用
● 積載率の向上
● 輸送回数の削減
● 輸送ルートの短縮
● モーダルシフトの推進

実績（2022年度）
輸送エネルギー原単位改善率
前年度比 0.1％

主な取り組み
● 材料の回収、再利用
● 製品の回収、再利用

実績（2022年度）
廃棄物・有価物等発生量原単位改善率
2010年度比 33.6％

事例

●製品ライフサイクルにわたり、脱炭
素、エネルギー使用量削減に寄与
する環境親和型製品の開発を推進
●新製品開発時の環境配慮設計
アセスメント等の実施

●xEV駆動モーター用高性能フェ
ライト磁石の提案を開始
●正極材製造時CO2排出量削減
（P.24）
●誘導モーターの高効率化に貢献
する高性能磁性楔の開発（P.24）

主な取り組み

詳細はP.23で紹介

主な取り組み

実績（2022年度）
二酸化炭素排出量削減率
2015年度比 31％

実績（2022年度）
新製品比率 23％

●再生可能エネルギーの導入拡大
●省エネルギー化の推進

事例
●国内最大級の太陽光パネルの
設置
●代替コークスの利用

事例
●生産ラインで発生した切削くず
を製造ラインで回収・再利用
●主要製品であるアモルファスの
回収、再利用

主な取り組み
環境親和型製品等をご使用いた
だくことにより、お客様や社会に
おける環境課題の解決に貢献し
ています。
詳細は次頁で紹介

新製品比率

2022年度（実績） 2030年度（目標）

23％
30％

二酸化炭素排出量削減率（2015年度比）

2022年度（実績） 2030年度（目標）

31％
38％

環境親和型重点製品の売上比率 廃棄物埋立率

2022年度（実績） 2030年度（目標）

22.4％
30％

2022年度（実績） 2030年度（目標）

10.1％ 8.5％
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環境親和型製品の開発

環境親和型製品の提供を通じ、グリーン・イネーブラーとして社会貢献を推進します。
“環境親和”としてプロテリアルは、製品使用時の環境負荷を減らす観点だけでなく、生産時に資源循環へ配慮する
観点からも製品を開発しています。
環境親和型製品を生み出すための取り組みとして、国際規格IEC62430に準拠した環境配慮設計アセスメントを研
究開発フェーズにおける開発開始時及び完了時に実施する取組みを進めています。研究開発及び製品開発段階で各ラ
イフステージにおける環境影響を評価する環境アセスメントシートを活用し、環境配慮設計を行うことにより、製品化
後、環境親和型製品へとつなげます。
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環境負荷削減に向けた製品開発

脱炭素社会に向けた、CO2削減・省エネ対策の強化、再
生可能エネルギーの導入拡大を加速させることの重
要性の高まり

持続可能な社会に向けて、大量生産・大量消費型の経
済社会活動から脱却し、限りある資源の効率的な利用
をする循環経済へ速やかに移行する必要性

化学物質低減

省資源

長寿命化

小型・軽量化

電動化

再エネ

省エネ

産業・その他

産業機器、水処理
エレクトロニクス

モビリティ

自動車、xEV＊、鉄道、航空機

エネルギー

太陽電池、風力発電、
発電設備、家電、変圧器、電池

当社の技術・製品 提供できる環境価値
（開発の観点） 貢献する分野

＊ xEV：電気自動車（EV）、ハイブリッド電気自動車（HEV）、プラグインハイブリッド電気自動車（PHEV）の総称。

グリーン・イネーブラーとして環境価値を提供 アモルファス合金で電力変圧器の省エネに貢献
電力変圧器は、待機時にも電力を損失しています。この課題を解決するために、

電磁鋼板など従来の変圧器用コア材料に比べ、待機電力を約1/3に削減できるアモ
ルファス合金「MetglasTM」を2003年から提供しています。当社グループは、アモル
ファス変圧器用コア材を提供することにより、従来までの電磁鋼板変圧器に比べ、
年間約5万トンのCO2排出量の削減＊に貢献することを目標としています。また、 
2020年3月には、変圧器のさらなる高効率化に寄与する新たなアモルファス材料
「MaDC-A®」を開発しました。

＊数値は、製品出荷量およびインド規格
に基づく変圧器の損失の差を基に算
出。C O 2 排出係 数は I E A  C O 2 
emissions from fuel combustion
（2017 world）を使用。

従来の変圧器と比べたCO2の排出量

2022年度 2030年度

約3.7万トン削減
約4.9万トン削減

アモルファス合金リボン「MetglasTM」

アモルファス変圧器用コア

世界の電力消費量のうち、モーターの電力消費量が40%を占めるといわれており、
高効率化は重要な課題です。そのため、モーターの構造やサイズを変えることなく、
実装するだけで高効率化を実現する「磁性楔」の存在が注目されています。プロテリア
ルは、磁性粒子同士を接着する新技術を用いて、樹脂を含まない新しいタイプの磁性
楔を開発しました。この新技術により磁性粒子の密度を高めることが可能となり、従
来比約2倍の高透磁率を実現しました。これにより3.7kW・4極の一般的なモーター
において、従来の磁性楔と比べて0.5％の効率向上を図ることができました。磁性楔

誘導モーターの高効率化に貢献する高性能磁性楔の開発
くさび

ネオジム磁石でxEV車の普及拡大に貢献
1982年、当社（当時の住友特殊金属）は、磁力が強いネオジム磁石を発明しまし
た。一般的に磁石の磁力が強いほど、モーターの性能は高くなり、小型・軽量化にも
寄与します。特に、xEV＊の技術的進化においては、モーターの小型・軽量化、高効
率化・省エネルギー化に欠かせない材料として重要な役割を担っています。当社の
ネオジム磁石「NEOMAX®」は永久磁石として世界最高クラスの磁力を誇ってお
り、高性能ネオジム磁石を提供することで、xEVの駆動モーターや発電機の高効率
化・小型化に貢献しています。

約88万台分＊xEV用磁石供給量（2022年度） ＊数値は当社推定値

ネオジム磁石「NEOMAX®」

リチウムイオン電池の正極材製造時CO2排出量を20%以上削減する技術を開発
EV車両製造プロセスにおいて、リチウムイオン電池（LIB）製造はCO2排出量の割合が

大きく、中でも正極材の出発原料に由来するCO2排出量が最大の割合を占めています。
そこで、プロテリアルは、正極材製造において、これまで必須であった、ニッケルを水酸化
ニッケル（Ni（OH）2）化して出発原料である前駆体を製造する工程を経ずに正極材を製
造できる技術を開発しました。本開発技術により、当社が確立した固相反応法に基づく
製法と比べて、正極材製造時のCO2排出量を20％以上削減することが可能となります。

正極材
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